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に

　

現
在
の
山
口
県
は
、
旧
国
名
で
言
え
ば
周
防
国
と
長
門
国
か
ら
な
る
。
今
日
で
も
、
そ
れ
ら
に
起
因
す
る
名
称
を
目
に
す
る
こ
と
が

間
々
あ
る
。
例
え
ば
、「
防
長
」
や
「
長
周
」
が
そ
れ
に
あ
た
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、「
周
防
」
と
「
長
門
」
の
一
字
を
取
り
出
し
、「
防
長
」

は
「
周
防
」
を
先
、「
長
門
」
を
後
に
、「
長
周
」
は
「
長
門
」
を
先
、「
周
防
」
を
後
に
し
て
組
み
合
わ
せ
た
表
記
と
理
解
で
き
る
（
最

近
は
、「
長
周
」
よ
り
も
「
防
長
」
が
使
わ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
に
感
じ
る
）。

　

こ
れ
ら
は
、
山
口
県
を
旧
国
名
で
表
現
し
よ
う
と
し
た
場
合
、「
周
防
長
門
」
と
し
て
も
、「
長
門
周
防
」
と
し
て
も
よ
い
こ
と
の
一
端

を
表
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
言
い
換
え
れ
ば
、「
な
ぜ
周
防
（
ま
た
は
長
門
）
を
先
に
挙
げ
る
の
か
」
に
つ
い
て
論
理
的
に
説
明
し
よ

う
と
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
こ
う
し
た
こ
と
は
、
往
々
に
し
て
慣
習
的
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

「
周
防
長
門
」
と
す
べ
き
か
、「
長
門
周
防
」
と
す
べ
き
か
。
近
世
に
お
い
て
も
ど
ち
ら
の
表
現
を
採
る
か
に
つ
い
て
物
議
を
醸
し
た

こ
と
が
あ
っ
た
。
時
は
六
代
将
軍
徳
川
家
宣
の
治
世
、
将
軍
の
代
替
わ
り
ご
と
に
発
給
さ
れ
る
知
行
宛
行
状（
萩
藩
の
場
合
は
領
知
判
物
）

の
文
面
に
つ
い
て
で
あ
っ
た（
１
）。
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全
国
的
な
表
記
基
準
に
基
づ
い
て
改
変
を
迫
る
幕
府
と
、
こ
れ
ま
で
の
慣
習
・
先
例
を
拠
り
所
と
し
て
現
状
維
持
を
図
ろ
う
と
す
る
萩

藩
。
本
稿
で
は
、
こ
の
時
の
領
知
判
物
発
給
の
顛
末
を
追
い（

２
）、「
周
防
長
門
」
と
の
表
現
が
、
少
な
く
と
も
徳
川
将
軍
が
発
給
す
る
領
知

判
物
の
中
で
定
ま
る
に
至
っ
た
過
程
を
見
て
い
き
た
い
。

一　

徳
川
家
宣
に
よ
る
領
知
判
物
の
発
給

　　

宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）、
五
代
将
軍
徳
川
綱
吉
の
死
去
に
よ
り
、
甥
で
養
子
と
な
っ
て
い
た
徳
川
家
宣
が
跡
を
継
ぎ
、
将
軍
職
に
就

い
た
。

　

翌
宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
十
一
月
に
は
「
御
朱
印
改
」
の
担
当
が
定
ま
る
。
そ
の
メ
ン
バ
ー
は
、
老
中
の
本
多
正
永
（
後
病
気
に
よ

り
免
職
。
後
任
は
大
久
保
忠
増
）、
奏
者
番
の
安
藤
重
行
・
松
平
正
久
、
林
信
篤
、
祐
筆
の
飯
高
胤
英
な
ど
で
あ
っ
た
。

　

さ
て
萩
藩
で
は
、
宝
永
八
年
（
一
七
一
一
、
四
月
二
十
五
日
に
正
徳
へ
改
元
）
四
月
三
日
、
提
出
を
求
め
ら
れ
て
い
た
萩
藩
主
宛
の
歴

代
将
軍
発
給
の
領
知
判
物
を
、
江
戸
留
守
居
の
粟
屋
就
尚
が
安
藤
邸
へ
持
参
し
た（
３
）。

そ
の
折
、
安
藤
と
共
に
「
御
朱
印
改
」
の
事
務
を
掌

る
林
か
ら
、
粟
屋
と
、
粟
屋
に
同
行
し
て
い
た
松
田
治
右
衛
門
に
、
次
の
よ
う
な
発
言
が
あ
っ
た
と
い
う
。
萩
藩
領
で
あ
る
周
防
国
と
長

門
国
に
つ
い
て
、
周
防
国
は
長
門
国
と
比
較
し
て
石
高
こ
そ
多
い
が
、
毛
利
氏
の
居
城
は
萩
、
す
な
わ
ち
長
門
国
に
あ
る
。
ま
た
、
領
知

判
物
の
宛
所
も
「
長
門
侍
従
」
と
記
さ
れ
る
。
居
城
地
は
「
長
門
」
に
あ
る
こ
と
、
宛
所
に
は
「
長
門
」
が
現
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
毛

利
氏
は
こ
の
二
ヶ
国
を
一
円
支
配
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
判
物
へ
の
表
記
を
「
長
門
周
防
」
と
書
き
替
え
て
も
何
ら
支
障
は
な
い
は
ず
で

あ
る
。「
周
防
長
門
」
と
な
っ
て
い
る
理
由
は
何
か
あ
る
の
か
、
と
。
し
か
も
こ
の
時
、
同
席
し
て
い
た
安
藤
も
、
林
の
主
張
を
も
っ
と
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も
な
こ
と
と
述
べ
て
い
る
。

　

そ
の
後
松
田
に
対
し
て
は
、
安
藤
の
御
用
人
・
有
賀
金
兵
衛
か
ら
も
右
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
の
問
い
合
わ
せ
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
問
題
は
将
軍
よ
り
下
賜
さ
れ
る
領
知
判
物
の
文
言
に
関
係
す
る
こ
と
で
あ
り
、
国
許
へ
問
い
合
わ
せ
て
確
認
す
べ
き
で
あ
る
も
の

の
そ
の
時
間
的
猶
予
が
な
い
こ
と
か
ら
、
江
戸
藩
邸
の
粟
屋
や
公
儀
人
ら
が
協
議
し
て
回
答
す
る
こ
と
に
な
っ
た
模
様
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、「
上
口
よ
り
は
周
防
に
て
候
、
長
門
ハ
端
に
て
御
座
候
」
と
、
地
理
的
状
況
を
根
拠
と
し
つ
つ
、
そ
れ
を
さ
ら
に
補
強
す
る
材
料
と

し
て
、
①
周
防
国
は
「
上
国
」、
長
門
国
は
「
中
之
国
」
で
あ
る
こ
と
、
②
①
の
よ
う
な
違
い
か
ら
、
常
々
「
周
防
長
門
」
と
唱
え
て
い

る
こ
と
、
③
②
も
あ
っ
て
か
、
関
ヶ
原
の
戦
い
の
後
に
家
康
か
ら
与
え
ら
れ
た
誓
詞
（
起
請
文
）
に
も
「
周
防
長
門
」
と
記
さ
れ
て
い
る

こ
と
、
④
③
の
家
康
の
誓
詞
に
な
ら
い
、
歴
代
将
軍
か
ら
拝
領
す
る
領
知
判
物
に
も
「
周
防
」
が
先
に
「
長
門
」
が
後
に
記
さ
れ
て
き
た

こ
と
を
挙
げ
、
こ
れ
ら
を
江
戸
藩
邸
の
共
通
見
解
と
し
て
申
し
合
わ
せ
た
。

　

右
に
挙
げ
た
理
由
を
携
え
、
同
月
七
日
、
松
田
は
再
び
安
藤
宅
を
訪
れ
た
。
対
応
に
出
た
安
藤
の
家
臣
・
田
生
喜
内
に
対
し
、
松
田

は
、
去
る
三
日
の
問
い
合
わ
せ
内
容
を
話
し
た
上
で
、
家
康
か
ら
拝
領
し
た
誓
詞
以
来
、
代
々
の
将
軍
が
領
知
判
物
に
萩
藩
領
を「
周
防
」

「
長
門
」
の
順
に
記
し
て
き
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
今
回
も
同
様
の
順
序
で
記
載
し
て
ほ
し
い
と
求
め
た
。

　

こ
こ
で
、
江
戸
で
申
し
合
わ
さ
れ
た
四
つ
の
根
拠
に
つ
い
て
見
て
お
く
。

　

①
の
周
防
が
「
上
国
」、
長
門
が
「
中
之
国
」
と
い
う
点
に
つ
い
て
。
こ
れ
ら
は
律
令
期
の
国
の
等
級
で
あ
る
。
周
防
国
と
長
門
国
で

は
周
防
国
が
上
位
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
等
級
の
上
位
を
先
に
、
下
位
を
後
に
し
た
と
言
う
の
で
あ
る
。
近
世
当
時
、
律
令
期
に
遡
る
国
の

等
級
が
藩
内
で
ど
の
程
度
意
識
さ
れ
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
江
戸
藩
邸
内
で
は
こ
の
こ
と
を
持
ち
出
し
、
あ
わ
せ
て

そ
れ
を
②
の
よ
う
に
慣
習
の
根
元
と
位
置
付
け
た
訳
で
あ
る
。
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次
に
③
の
家
康
の
誓
詞
は
、
関
ヶ
原
の
戦
い
後
、
家
康
が
毛
利
輝
元
・
秀
就
父
子
に
対
し
て
、
両
名
の
身
の
安
全
を
含
め
た
そ
の
後
の

保
証
等
を
明
示
し
た
も
の
で
あ
る（
４
）。
そ
の
第
一
条
に
は
次
の
文
言
が
あ
る
。

　
　

一
、
周
防
長
門
両
国
進
置
候
事
、

　

こ
の
よ
う
に
家
康
は
「
周
防
長
門
」
と
記
し
て
い
る
。
な
お
、「
御
朱
印
改
」
に
際
し
て
、
萩
藩
で
は
そ
の
担
当
老
中
等
に
こ
の
誓
詞

の
写
を
実
見
さ
せ
て
い
る（
５
）。
こ
の
行
為
は
、
外
様
大
名
毛
利
氏
が
防
長
二
ヶ
国
の
領
有
を
家
康
か
ら
承
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
証
を
示
そ

う
と
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
周
防
長
門
」
の
記
載
順
序
を
明
ら
か
に
す
る
証
拠
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
④
の
歴
代
将
軍
が
発
給
し
た
領
知
判
物
に
つ
い
て
は
、
秀
忠
・
家
光
・
家
綱
・
綱
吉
の
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
ら
を
次
に
示
す（
６
）

（
傍
線
筆
者
）。

　
　

【
秀
忠
】

　
　
　

�

周
防
国
弐
拾
万
弐
千
七
百
八
拾
七
石
余
、
長
門
国
拾
六
万
六
千
六
百
弐
拾
三
石
余
、
都
合
三
拾
六
万
九
千
四
百
拾
壱
石
目
録
在

別　

紙

事
、

宛
行
之
了
、
可
令
全
領
知
之
状
如
件
、

　
　
　
　
　

元（
一
六
一
七
）

和
三
年
九
月
五
日　

（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松（

毛

利

秀

就

）

平
長
門
守
と
の

　
　

【
家
光
】

　
　
　

�

周
防
国
弐
拾
万
弐
千
七
百
八
拾
七
石
余
、
長
門
国
拾
六
万
六
千
六
百
弐
拾
三
石
余
、
都
合
三
拾
六
万
九
千
四
百
拾
壱
石
目
録
在

別　

紙

事
、

任
去
元
和
三
年
九
月
五
日
先
判
之
旨
、
全
可
令
領
知
之
状
如
件
、

　
　
　
　
　

寛（
一
六
三
四
）

永
十
一
年
八
月
四
日　

（
花
押
）
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長（
毛
利
秀
就
）

門
少
将
殿

　
　

【
家
綱
】

　
　
　

�
周
防
国
弐
拾
万
弐
千
七
百
八
拾
七
石
余
、
長
門
国
拾
六
万
六
千
六
百
弐
拾
三
石
余
、
都
合
三
拾
六
万
九
千
四
百
拾
壱
石
目
録
在

別　

紙

事
、
任
元
和
三
年
九
月
五
日
・
寛
永
十
一
年
八
月
四
日
両
先
判
之
旨
、
充
行
之
訖
、
全
可
領
知
之
状
如
件
、

　
　
　
　
　

寛（
一
六
六
四
）

文
四
年
四
月
五
日　

（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長（
毛
利
綱
広
）

門
侍
従
と
の

　
　

【
綱
吉
】　

　
　
　

�

周
防
・
長
門
両
国
一
円
、
高
参
拾
六
万
九
千
四
百
拾
壱
石
目
録
在

別　

紙

事
、
任
元
和
三
年
九
月
五
日
・
寛
永
十
一
年
八
月
四
日
・
寛
文
四

年
四
月
五
日
先
判
之
旨
、
充
行
之
訖
、
全
可
領
知
之
状
如
件
、

　
　
　
　
　

貞（
一
六
八
四
）

享
元
年
九
月
廿
一
日　

（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長（
毛
利
吉
就
）

門
侍
従
と
の

　

通
覧
の
と
お
り
、
文
言
の
異
同
は
あ
る
も
の
の
、
い
ず
れ
の
判
物
も
「
周
防
」
を
先
に
、「
長
門
」
を
後
に
記
し
て
い
る
点
は
一
致
し

て
い
る
。
加
え
て
、
領
知
目
録
が
確
認
で
き
る
家
綱
時
・
綱
吉
時
の
も
の
に
つ
い
て
も
、
当
然
に
「
周
防
」
を
先
に
、「
長
門
」
を
後
に

記
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
領
知
判
物
発
給
時
に
「
周
防
」
と
「
長
門
」
の
記
載
順
に
つ
い
て
ど
の
程
度
議
論
さ
れ
た
か
の
詳
細
は
不
明

だ
が
、
少
な
く
と
も
結
果
的
に
は
、
代
々
の
領
知
判
物
で
は
、「
周
防
」
が
先
に
、「
長
門
」
が
後
に
記
さ
れ
、
そ
れ
が
継
承
さ
れ
て
き
た

の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
先
に
述
べ
た
萩
藩
か
ら
の
回
答
を
受
け
た
安
藤
は
、
代
々
の
領
知
判
物
が
「
周
防
」
を
先
に
書
い
て
い
る
こ
と
や
、
居
城
地
・
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萩
が
長
門
国
に
あ
る
こ
と
を
理
由
に
「
周
防
」
に
先
ん
じ
て
「
長
門
」
を
記
す
べ
き
で
あ
る
と
の
林
の
主
張
に
つ
い
て
は
、
居
城
は
移
動

す
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
林
の
原
則
に
従
え
ば
、
居
城
地
が
変
更
さ
れ
る
た
び
に
判
物
の
文
言
を
変
え
る
必
要
が
出
て
し
ま
う
と
の
認
識
を

示
す
（
故
に
、
林
の
論
に
首
肯
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
）。
加
え
て
安
藤
は
、
家
康
の
誓
詞
を
「
重
キ
御
事
」
と
し
、
林
の
同

意
を
と
り
つ
け
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と
し
な
が
ら
も
、「
大
方
ハ
御
先
判
之
通
ニ
可
有
御
座
候
」
と
答
え
た
。
萩
藩
に
と
っ

て
は
一
応
胸
を
撫
で
下
ろ
せ
る
回
答
を
安
藤
か
ら
引
き
出
す
こ
と
に
成
功
し
た
と
言
え
る
。

　

さ
て
、「
周
防
」
を
先
に
記
し
て
欲
し
い
と
す
る
萩
藩
の
説
明
と
要
望
に
対
す
る
右
の
回
答
は
あ
く
ま
で
も
安
藤
の
も
の
に
過
ぎ
ず
、

四
月
三
日
の
安
藤
邸
に
お
い
て
同
席
し
、「
長
門
」
を
先
に
記
す
よ
う
主
張
し
て
い
た
林
の
耳
に
も
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
萩
藩
で

は
林
の
許
に
い
た
萩
藩
士
・
小
倉
尚
齋
に
申
し
含
め
て
林
の
説
得
を
命
じ
、
そ
の
翻
意
を
は
か
る
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
林
は
、
こ
の

た
び
の
「
御
朱
印
改
」
は
極
め
て
念
入
り
に
行
う
よ
う
命
じ
ら
れ
て
い
る
、
と
前
置
き
し
て
、
津
藩
藤
堂
氏
の
例
を
引
き
合
い
に
、
萩
藩

に
も
居
城
地
・
萩
の
あ
る
「
長
門
」
を
先
に
記
す
順
序
の
変
更
を
重
ね
て
主
張
し
た
。

　

こ
こ
で
林
が
挙
げ
た
津
藩
の
例
と
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
津
藩
藤
堂
氏
の
判
物
を
改
め
た
と
こ
ろ
、「
伊
勢
之
内
い
か
程
、

伊
賀
国
一
円
」
と
あ
っ
た
。
し
か
し
、
居
城
地
・
津
は
伊
勢
国
内
に
あ
る
も
の
の
、
津
藩
は
伊
勢
国
を
一
円
支
配
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
他
方
、
伊
賀
国
は
一
国
全
域
を
与
え
ら
れ
、
か
つ
宛
所
も
「
伊
賀
侍
従
」
と
あ
る
。
よ
っ
て
こ
の
た
び
は
「
伊
賀
一
円
、
伊
勢
之
内

い
か
程
」
と
改
め
た（
７
）。

転
じ
て
萩
藩
の
場
合
、
両
国
を
一
円
支
配
し
て
い
る
こ
と
か
ら
津
藩
と
は
同
様
で
は
な
い
も
の
の
、
居
城
所
在

国
・「
長
門
」
を
先
に
記
し
（
し
か
も
そ
の
「
長
門
」
は
一
円
支
配
）、
か
つ
宛
所
も
「
長
門
侍
従
殿
」
と
な
れ
ば
「
可
然
」
だ
、
と
。
し

か
し
こ
れ
に
続
け
て
、「
権
現
様
御
誓
紙
」は
大
変
重
視
す
べ
き
も
の
で
あ
る
の
で
、
再
度
寄
合
の
席
で
検
討
し
た
い
、
と
も
述
べ
て
お
り
、

「
周
防
」
を
先
に
挙
げ
る
先
例
踏
襲
に
も
含
み
を
持
た
せ
て
い
る
。
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そ
の
後
、
松
田
が
た
び
た
び
安
藤
の
家
臣
・
田
生
喜
内
と
接
触
を
重
ね
て
い
く
中
で
得
ら
れ
た
情
報
に
よ
れ
ば
、
同
月
二
十
六
日
の

「
御
朱
印
改
」
の
寄
合
の
席
上
、
安
藤
が
、「
権
現
様
御
誓
紙
」
以
来
、
歴
代
将
軍
の
判
物
は
「
周
防
」
を
先
に
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
た
び
も
先
例
通
り
に
し
た
方
が
よ
い
と
述
べ
た
と
こ
ろ
、
皆
そ
れ
に
同
意
の
様
子
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

さ
ら
に
後
日
、
松
田
が
再
び
田
生
と
面
談
し
た
際
に
、
相
違
が
あ
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
田
生
は
幕
府
祐
筆
へ
の
確
認
も

行
い
、「
御
朱
印
改
」
の
作
業
動
向
へ
注
意
を
払
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
て
、
萩
藩
の
希
望
ど
お
り
に
事
が
運
ぶ
と
思
わ
れ
て
い
た
の
だ
が
、
翌
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
四
月
十
九
日
、
江
戸
城
に
て

萩
藩
主
毛
利
吉
元
が
拝
領
し
た
領
知
判
物
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た（
８
）（
傍
線
筆
者
）。

　
　
　

�

長
門
国
領
長
門
・
周
防
両
国
之
地
、
都
合
三
拾
六
万
九
千
四
百
拾
壱
石
事
目
録
具

載
別
紙

、
任
元
和
以
来
之
旧
規
、
充
行
之
訖
、
宜
有
領
知

之
状
如
件
、

　
　
　
　
　

正
徳
二
年
四
月
十
一
日　

（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
門
侍
従
と
の

　

結
局
、
萩
藩
が
「
御
朱
印
改
」
の
関
係
者
な
ど
と
交
渉
し
、
最
終
的
に
は
そ
の
寄
合
の
席
に
お
い
て
萩
藩
の
主
張
し
た
「
周
防
」
を
先

と
す
る
表
記
も
了
承
さ
れ
て
い
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
何
ら
か
の
力
が
作
用
し
て
そ
の
決
定
が
覆
り
、「
長
門
」
が
先
に
記
さ
れ
た
領

知
判
物
の
発
給
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
力
」
を
実
証
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
将
軍
徳
川
家
宣
や
、
そ
の
ブ
レ
ー
ン

で
あ
っ
た
新
井
白
石
の
意
向
が
大
き
く
関
与
し
た
の
で
は
な
い
か
と
の
推
測
は
許
さ
れ
よ
う
。
特
に
新
井
は
、「
御
朱
印
改
」
の
メ
ン
バ
ー

で
は
な
い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
諸
大
名
へ
の
知
行
宛
行
状
発
給
に
先
立
つ
正
徳
二
年
二
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
の
間
、
知
行

宛
行
状
の
案
文
を
「
指
上
」
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
知
行
宛
行
状
発
給
の
直
前
で
あ
る
四
月
朔
日
に
は
、
同
じ
く
家
宣
の
ブ
レ
ー
ン
で
あ
る
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間
部
詮
房
か
ら
、「
御
判
物
・
御
朱
印
写
之
入
候
箱
二
箱
」
が
新
井
の
許
に
届
け
ら
れ
て
い
る（

９
）。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
家

宣
と
新
井
の
チ
ェ
ッ
ク
を
経
て
こ
の
時
の
知
行
宛
行
状
は
発
給
さ
れ
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う（
（1
（

。
こ
の
仮
定
に
立
て
ば
、
萩
藩
の
領
知
判
物

の
文
面
は
、
彼
ら
の
考
え
る
原
則
か
ら
は
ず
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
た
め
、「
御
朱
印
改
」
の
寄
合
で
の
合
意
が
覆
っ
た
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。

　

加
え
て
、
知
行
宛
行
状
発
給
に
際
し
て
次
の
よ
う
な
一
紙
が
発
せ
ら
れ
た（
（1
（

。

　
　
　
　
　
　
　

覚

　
　
　

�

前
々
被
下
候　

御
判
物
・
御
朱
印
ニ
は
一
円
と
有
之
候
ヘ
共
、
一
円
之
文
字
俗
語
ニ
付
、
此
度
之　

御
判
物
・
御
朱
印
一
円
之
分

え
は
一
州
之
地
、
両
国
之
分
は
両
国
之
地
と
被
成
下
候
、
且
又
郡
一
円
と
有
之
候
え
は
幾
郡
之
地
と
被
成
下
候
、

　
　

一
、
郡
名
文
字
、
近
来
色
々
ニ
認
候
由
候
、
此
度
之　

御
判
物
・
御
朱
印
ニ
ハ
御
吟
味
之
上
古
来
よ
り
之
文
字
ニ
被
成
下
候
事
、

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
知
行
宛
行
状
（「
御
判
物
・
御
朱
印
」）
に
今
ま
で
使
わ
れ
て
き
た
「
一
円
」
と
の
文
言
を
「
俗
語
」
と
切
り
捨
て
て

そ
の
是
正
を
行
う
と
共
に
、
郡
名
を
「
古
来
之
文
字
」
へ
戻
し
て
「
正
規
」
の
表
記
を
目
指
し
た
と
言
う
。
学
問
に
熱
心
で
あ
っ
た
家
宣

や
、
原
則
に
忠
実
な
新
井
の
一
面
が
端
的
に
表
れ
て
い
よ
う
。

　

こ
う
し
て
萩
藩
の
願
い
空
し
く
、
こ
の
時
の
領
知
判
物
に
は
「
長
門
」
が
先
に
記
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

二　

家
宣
後
の
領
知
判
物

　　

家
宣
発
給
の
領
知
判
物
で
は
、
国
を
記
す
順
序
が
、「
長
門
」
を
先
に
「
周
防
」
を
後
に
と
書
き
換
え
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
所
領
域
や
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石
高
の
変
更
は
な
く
、
紙
に
書
か
れ
た
順
序
の
こ
と
と
は
言
え
、
萩
藩
は
、
次
々
代
・
徳
川
吉
宗
に
よ
る
領
知
宛
行
状
発
給
時
に
そ
の
修

正
を
は
か
る
の
だ
っ
た（
（1
（

（
七
代
将
軍
家
継
に
よ
る
知
行
宛
行
状
の
発
給
は
な
し
）。

　

こ
の
時
萩
藩
が
回
復
を
目
指
し
た
の
は
次
の
二
点
、「
周
防
」
を
先
に
記
す
「
国
並
」
修
正
と
、「
一
円
」
文
言
の
復
活
で
あ
る
。
こ
の

実
現
に
向
け
て
再
び
林
と
接
触
し
、
右
の
要
望
を
申
し
入
れ
た
。
林
は
、
家
宣
時
の
領
知
判
物
発
給
に
は
林
の「
所
在
ニ
不
任
訳
」も
あ
っ

た
が
、
今
回
（
吉
宗
時
）
は
、
案
文
の
提
出
な
ど
も
任
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
自
分
の
存
念
通
り
に
い
く
の
で
は
な
い
か
、
と
の
見
通

し
を
述
べ
て
い
る
。

　

そ
の
結
果
で
あ
ろ
う
か
、
吉
宗
が
発
給
し
た
領
知
判
物
は
、
萩
藩
の
思
い
が
叶
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
（
傍
線
筆
者
）。

　
　
　

周
防
・
長
門
両
国
一
円
、
高
三
拾
六
万
九
千
四
百
拾
壱
石
目
録
在

別　

紙

事
、
充
行
之
訖
、
依
代
々
之
例
、
領
知
之
状
如
件
、　

　
　
　
　
　

享（
一
七
一
二
）

保
二
年
八
月
十
一
日　

（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長（
毛
利
吉
元
）

門
侍
従
と
の

　

見
て
の
通
り
、
萩
藩
が
目
指
し
た
「
周
防
長
門
」
の
国
並
修
正
と
、「
一
円
」
文
言
の
復
活
と
い
う
目
的
が
達
せ
ら
れ
て
い
る
。
本
稿

に
関
わ
る
部
分
で
は
、「
国
並
」、
す
な
わ
ち
「
周
防
長
門
」
と
国
が
書
か
れ
る
順
序
が
、
再
び
旧
来
に
戻
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
た

い
。
こ
の
後
、
萩
藩
に
与
え
ら
れ
た
領
知
判
物
を
見
る
と
、
吉
宗
の
後
を
継
い
だ
家
重
以
後
、
代
々
の
将
軍
が
発
給
す
る
領
知
判
物
は
、

吉
宗
の
形
式
を
継
承
し
、「
周
防
長
門
」
と
な
っ
て
い
る
。
結
果
的
で
は
あ
る
が
、
領
知
判
物
レ
ベ
ル
で
は
、「
周
防
」
を
先
、「
長
門
」

を
後
と
す
る
表
現
が
こ
こ
で
完
全
に
定
着
し
た
こ
と
に
な
る
。
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お
わ
り
に

　　

以
上
、
家
宣
の
領
知
判
物
発
給
時
に
お
け
る
「
防
長
国
並
」
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
少
な
く
と
も
、
こ
の
時
の
江
戸
藩
邸
で
の
見
解
で

は
、「
周
防
」
を
先
に
、「
長
門
」
を
後
に
す
る
言
い
方
が
、
当
時
か
ら
慣
習
と
し
て
定
着
し
て
い
た
こ
と
、
そ
れ
故
論
理
的
な
説
明
を
行

お
う
と
す
る
と
難
解
で
、「
上
口
」
か
ら
の
地
理
的
条
件
や
、
律
令
期
に
お
け
る
国
の
等
級
を
そ
の
根
拠
の
ひ
と
つ
と
し
て
持
ち
出
さ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
説
明
が
苦
し
い
こ
と
は
明
ら
か
で
、
他
所
で
も
一
律
に
当
て
は
ま
る
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。「
周
防
」

を
先
に
す
る
言
い
方
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
政
治
的
な
思
惑
等
は
別
と
す
れ
ば
、
他
の
要
因
（
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
例

え
ば
戦
国
期
の
大
内
氏
が
そ
の
居
所
を
周
防
国
の
山
口
と
し
て
い
た
こ
と
な
ど
）
か
ら
そ
の
理
由
を
導
き
出
し
た
方
が
よ
り
自
然
だ
っ
た

か
も
し
れ
な
い
。

　

関
ヶ
原
の
戦
い
後
、
毛
利
氏
が
萩
に
移
っ
て
百
年
余
り
が
経
過
し
、
防
長
生
ま
れ
の
家
臣
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
中
、「
長
門
」
に
あ
る

萩
を
主
君
の
居
城
と
し
て
当
然
に
認
識
し
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
周
防
長
門
」
と
、「
周
防
」
を
先
ん
じ
て
言
う
こ
と
に
つ
い
て
、

彼
ら
は
特
に
違
和
感
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
中
で
、
唐
突
に
そ
の
理
由
を
尋
ね
ら
れ
て
も
答
え
に
窮
し
た
こ
と

は
容
易
に
理
解
で
き
る
。
し
か
も
藩
主
不
在
の
折
、
幕
府
か
ら
の
あ
る
種
一
方
的
と
も
言
え
る
領
知
判
物
の
「
国
並
」
変
更
へ
の
対
応
を

迫
ら
れ
た
萩
藩
江
戸
藩
邸
の
苦
悩
は
如
何
ば
か
り
の
も
の
で
あ
っ
た
か
。

　

本
稿
は
「
周
防
長
門
」
と
い
う
言
い
方
を
決
定
づ
け
る
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
、
近
世
の
将
軍
発
給
領
知
判
物
と
い
う
制
約
の
中
で
、

当
該
期
、
そ
う
し
た
言
い
回
し
に
疑
義
が
生
じ
検
討
し
た
事
例
を
見
る
こ
と
で
、
普
段
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
表
現
を
考
え
る
一
助
と

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
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註（
1
）
徳
川
将
軍
発
給
の
知
行
宛
行
状
を
扱
っ
た
主
な
先
行
研
究
は
、
大

野
瑞
男
「
領
知
判
物
・
朱
印
状
の
古
文
書
学
的
研
究
─
寛
文
印
知
の

政
治
史
的
意
義
（
一
）
─
」（『
史
料
館
研
究
紀
要
』
一
三
、
一
九
八

一
）、
同
「『
領
知
判
物
・
朱
印
状
』
再
論
」（『
東
洋
大
学
文
学
部
紀

要
』
五
三
（
史
学
科
篇
二
五
）、
二
〇
〇
〇
）、
藤
井
譲
治
『
徳
川
将

軍
家
領
知
宛
行
制
の
研
究
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
八
）、
藤
實
久

美
子
「
江
戸
時
代
中
後
期
の
『
判
物
・
朱
印
改
め
』
に
つ
い
て
」（『
学

習
院
大
学
史
料
館
紀
要
』
一
二
、
二
〇
〇
三
）、
同
「
江
戸
時
代
中

後
期
の
領
知
判
物
・
朱
印
お
よ
び
領
知
目
録
の
授
受
儀
礼
」（『
同
』

一
三
、
二
〇
〇
五
）
な
ど
が
あ
る
。

　
　
　

ま
た
、
種
村
威
史
「
寛
文
印
知
以
降
の
領
知
朱
印
改
に
つ
い
て
」

（『
国
史
学
』
二
〇
三
、
二
〇
一
一
）
は
、
本
論
で
も
触
れ
る
、
家
宣

や
吉
宗
が
発
給
し
た
領
知
判
物
、あ
る
い
は
後
掲
註
（
11
）
の
「
覚
」

に
つ
い
て
も
言
及
・
分
析
さ
れ
て
い
る
。

（
2
）
山
口
県
文
書
館
蔵
毛
利
家
文
庫
四
三
美
目
五
五
「
正
徳
壬
辰
二
年

御
判
物
御
頂
戴
一
事
控
」。
徳
川
家
宣
発
給
領
知
判
物
に
つ
い
て
は
、

特
に
断
ら
な
い
限
り
こ
の
記
録
の
記
事
で
あ
る
。

（
3
）
国
許
で
は
寄
組
の
和
智
元
周
を
責
任
者
と
し
、
二
代
将
軍
徳
川
秀

忠
か
ら
五
代
将
軍
徳
川
綱
吉
ま
で
の
領
知
判
物
四
通
と
、
四
代
将
軍

徳
川
家
綱
と
綱
吉
の「
添
目
録
」お
よ
び
こ
れ
ら
の
写
を
江
戸
に
送
っ

て
い
る
。

（
4
）
毛
利
家
文
庫
三
公
統
五
五
「
秩
入
御
什
書
」
八
の
二
「
御
判
物
写
」

所
収
、
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
十
月
十
日
付
徳
川
家
康
起
請
文
。

（
5
）
老
中
ら
へ
の
家
康
起
請
文
の
披
見
は
、
家
康
起
請
文
に
添
え
て
出

さ
れ
た
井
伊
直
政
の
起
請
文
（
慶
長
五
年
十
月
十
二
日
付
）
と
共
に

行
わ
れ
た
（
た
だ
し
写
で
あ
る
）。
徳
川
家
宣
時
の
場
合
、
正
徳
元

年
五
月
九
日
に
老
中
井
上
正
岑
、
同
二
十
日
に
は
「
御
朱
印
改
」
を

担
っ
た
大
久
保
忠
増
に
披
見
さ
せ
て
い
る
。

　
　
　

な
お
、
吉
宗
時
に
は
起
請
文
の
披
見
を
申
し
出
る
が
必
要
な
い
と

断
ら
れ
、
家
重
以
降
に
つ
い
て
は
、
管
見
の
限
り
そ
う
し
た
申
し
出

を
行
っ
た
形
跡
は
見
ら
れ
な
い
。

（
6
）
前
掲
註
（
4
）。
既
出
の
徳
川
家
康
な
ら
び
に
井
伊
直
政
の
起
請

文
や
、
歴
代
将
軍
の
領
知
判
物
お
よ
び
領
知
目
録
は
、『
山
口
県
史   

史
料
編　

近
世
３
』（
山
口
県
、
二
〇
〇
一
）
に
採
録
さ
れ
て
い
る

の
で
、
あ
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。
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（
7
）「
宗
国
史
」（
上
野
市
古
文
献
刊
行
会
、
一
九
七
九
）。
津
藩
藤
堂

氏
は
伊
賀
国
一
円
と
伊
勢
国
そ
の
他
を
合
わ
せ
て
都
合
二
七
万
石
余

を
領
し
た
藩
で
あ
る
。
藤
堂
氏
に
与
え
ら
れ
た
領
知
判
物
の
内
、
家

綱
・
綱
吉
・
家
宣
・
吉
宗
の
も
の
を
次
に
示
す
（
伊
賀
国
お
よ
び
伊

勢
国
以
外
の
記
載
は
中
略
と
す
る
）。

　
　

【
徳
川
家
綱
領
知
判
物
】

　
　
　
　

伊
賀
国　

拾
万
五
百
四
拾
石

　
　
　
　

伊
勢
国　

安
濃　

一
志　

奄
芸　

鈴
鹿　

河
曲　

三
重　

　
　
　
　
　
　
　
　

飯
野　

多
気
八
郡
之
内
拾
七
万
四
百
拾
石
余

　
　
　

（
中
略
）

　
　
　

�

都
合
三
拾
弐
万
三
千
九
百
五
拾
石
余
目
録
在

別　

紙

事
、
如
前
々
充
行
之

訖
、
全
可
領
知
之
状
如
件
、

　
　
　
　
　

寛
文
四
年
四
月
五
日　
　
　

花
押

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊（
藤
堂
高
次
）

賀
侍
従
と
の

　
　

【
徳
川
綱
吉
領
知
判
物
】

　
　
　
　

�

伊
賀
国
一
円
、
伊
勢
国
安
濃
郡
并
一
志
郡
之
内
八
拾
五
箇
村
・

奄
芸
郡
之
内
三
拾
五
箇
村
・
鈴
鹿
郡
之
内
拾
箇
村
・
河
曲
郡
之

内
拾
箇
村
・
三
重
郡
之
内
弐
拾
三
箇
村
・
飯
野
郡
之
内
弐
拾
九

箇
村
・
多
気
郡
之
内
弐
拾
箇
村
（
中
略
）、
高
三
拾
弐
万
三
千

九
百
五
拾
石
余
目
録
在

別　

紙

事
、
内
五
万
石
藤
堂
佐（
高
通
）

渡
守
・
三
千
石
藤

堂
図（

高
堅
）書
可
進
退
之
残
弐
拾
七
万
九
百
五
拾
石
余
充
行
之
訖
、
全

可
領
知
之
状
如
件
、

　
　
　
　
　
　

貞
享
元
年
九
月
二
十
一
日　
　

花
押

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊（
藤
堂
高
久
）

賀
侍
従
と
の

　
　

【
徳
川
家
宣
領
知
判
物
】

　
　
　
　

�

伊
賀
国
領
、
伊
賀
一
州
之
地
、
伊
勢
国
安
濃
郡
并
一
志
・
奄
芸
・

鈴
鹿
・
河
曲
・
三
重
・
飯
野
・
多
気
七
郡
之
中
弐
百
拾
弐
箇
村

（
中
略
）、
都
合
三
拾
弐
万
三
千
九
百
五
拾
石
余
、
此
内
五
万
三

千
石
藤
堂
備（

高
堅
）

前
守
分
知
事
目
録
具

載
別
紙

、
依
寛
文
以
来
之
旧
規
充
行
之

訖
、
宜
有
領
知
之
状
如
件
、

　
　
　
　
　
　

正
徳
二
年
四
月
十
一
日　
　

花
押

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊（
藤
堂
高
敏
）

賀
侍
従
と
の

　
　

【
徳
川
吉
宗
領
知
判
物
】

　
　
　
　

�

伊
賀
国
一
円
、
伊
勢
国
安
濃
郡
并
一
志
郡
之
内
八
拾
五
箇
村
・

河
曲
郡
之
内
拾
箇
村
・
安

（
マ
マ
）芸
郡
之
内
三
拾
五
箇
村
・
鈴
鹿
郡

之
内
拾
箇
村
・
三
重
郡
之
内
弐
拾
三
箇
村
・
飯
野
郡
之
内
弐
拾
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九
箇
村
・
多
気
郡
之
内
弐
拾
箇
村
（
中
略
）、
高
三
拾
弐
万
三

千
九
百
五
拾
石
余
目
録
在

別　

紙

事
、
内
五
万
三
千
石
藤
堂
主（
高
陳
）

水
正
可
進

退
之
残
弐
拾
七
万
九
百
五
拾
石
余
充
行
之
訖
、
依
代
々
之
例
領

知
之
状
如
件
、

　
　
　
　
　
　

享
保
二
年
八
月
十
一
日　
　

花
押

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊（
藤
堂
高
敏
）

賀
侍
従
と
の

　

四
点
を
一
覧
す
る
と
、
本
文
に
お
い
て
林
が
述
べ
た
と
い
う
、「
伊

勢
」
を
「
伊
賀
」
の
先
と
し
た
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。
い
ず
れ
も
一

円
を
領
す
る
伊
賀
国
を
先
に
、
城
地
で
は
あ
る
が
そ
の
国
の
一
部
の

み
を
有
す
る
伊
勢
国
を
後
に
記
し
て
い
る
。
よ
っ
て
林
が
「
此
度
之

　

御
判
物
は
伊
賀
国
一
円
、伊
勢
之
内
い
か
程
と
被
成
遣
可
然
」
と
、

あ
た
か
も
家
宣
の
領
知
判
物
が
改
変
を
加
え
た
か
の
よ
う
な
こ
と
は

こ
れ
ら
を
見
る
限
り
正
確
で
は
な
く
、
林
が
こ
の
よ
う
な
説
明
を

行
っ
た
と
記
録
さ
れ
た
理
由
は
不
明
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
林
が
一
貫
し
て
主
張
し
て
い
る
、「
一
円
支
配
し
て
い

る
国
」
や
「
宛
所
に
表
出
す
る
国
」
を
先
に
記
載
す
る
と
い
う
原
則

に
は
合
致
し
て
い
る
。

（
8
）
毛
利
吉
元
は
、
朝
鮮
通
信
使
へ
の
対
応
の
た
め
、
参
勤
期
日
が
延

引
し
、
正
徳
元
年
十
月
に
江
戸
へ
着
い
て
い
る
。

（
9
）
大
日
本
古
記
録
『
新
井
白
石
日
記
』
下
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所

編
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
三
年
）。
前
掲
註
（
2
）
の
記
録
で
は
、

新
井
は
「
御
朱
印
改
」
の
メ
ン
バ
ー
に
入
っ
て
い
な
い
。

（
10
）
例
え
ば
、宮
崎
道
生
『
新
井
白
石
の
研
究
増
訂
版
』（
吉
川
弘
文
館
、

一
九
五
八
年
、
再
版
一
九
六
九
年
）
所
収
「
宝
永
武
家
諸
法
度
の
起

草
」
に
よ
れ
ば
、
当
該
武
家
諸
法
度
に
つ
い
て
、「
一
旦
は
林
信
篤

に
起
草
の
下
命
が
あ
つ
た
に
も
拘
ら
ず
、
そ
れ
が
満
足
す
べ
き
も
の

で
は
な
く
、」「
改
め
て
白
石
に
命
が
下
る
こ
と
ゝ
な
つ
た
」
と
い
う
。

家
宣
と
新
井
が
意
見
交
換
し
な
が
ら
幕
府
の
発
す
る
重
要
文
書
の
文

面
が
練
ら
れ
た
こ
と
を
知
る
例
で
、
当
該
期
の
知
行
宛
行
状
発
給
事

情
を
考
え
る
上
で
示
唆
的
で
あ
る
。

　
　
　

な
お
、
前
掲
註
（
1
）
種
村
氏
論
文
で
は
、
筆
者
以
上
に
当
該
知

行
宛
行
状
発
給
に
お
け
る
新
井
の
強
い
関
与
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
11
）
前
掲
註
（
4
）「
正
徳
二
年
辰
五
月
六
日
、
安
藤
右
京
亮
殿
御
渡

候
大
久
保
加
賀
守
殿
よ
り
被
差
出
御
書
附
写
」。
な
お
、「
文
昭
院
殿

御
実
紀
巻
十
四
」（『
徳
川
実
紀
第
七
篇
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
五

年
）
正
徳
二
年
四
月
二
十
八
日
条
に
よ
れ
ば
、
こ
の
日
、
各
国
郡
名
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の
誤
り
を
正
す
よ
う
下
命
が
あ
り
、
一
七
ヶ
国
で
修
正
が
行
わ
れ
た

と
い
う
。

　
　
　

な
お
前
掲
註
（
1
）
種
村
氏
論
文
で
は
、
当
該
「
覚
」
に
つ
い
て

詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

（
12
）
毛
利
家
文
庫
四
三
美
目
五
六
「
御
判
物
頂
戴
控
」。
徳
川
吉
宗
発

給
領
知
判
物
に
つ
い
て
は
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
こ
の
記
録
の
記
事

で
あ
る
。


